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名古屋車両所の職場のリニューアル工事によって風呂が新しくなりました。しかし、

その風呂の水圧が極端に低く、シャワーの出口を上に向けると出ていた湯が止まって

しまうぐらいの水圧しかありませんでした。風呂を使用した乗務員や車両所の社員か

らは改善を要求する多くの声が上がっていました。このままで放置すれば、この寒く

なる季節に風邪をひいてしまう恐れがありました。

会社側に問題点の改善要求を迫りました！

地本は、１１月２７日に開催した業務委員会の中で名古屋車両所の職場の課題を取

り上げ、風呂の問題についても早急な改善を訴えてきました。業務委員会の中で、風

呂の調査結果や、水圧が低い、シャワーにならない現状を訴えてきました。しかし会

社は「同時に使えば低くなるのでは」「ご意見があったことは聞いておく」などと誠意

のない回答に終始しました。

問題点が何日も改善されないために、１２月３日、改めて組合から改善を強く要求

しました。

すると、会社は１２月１７日に組合側に対して、「１２月２５日、２６日に名古屋車

両所の風呂の水圧改善の手配をする」と連絡がありました。

社員の皆さん！会社の対応は少し遅い対応になりましたが、諦めずに問題を上げる

ことで現状が改善しました。今後も職場の問題点がありましたら職場で声を上げてい

きましょう。


